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研究成果の概要 

2次元結晶の薄膜化やヘテロ界面作製、外場印加を利用した、2次元半導体や 2次元磁性体の新奇光物

性開拓を推進した。 

2次元半導体の物性研究では、ファンデルワールスヘテロ界面における対称性を反映した自発的光起電

力効果の研究に取り組んだ。異なる対称性を持った 2次元半導体のヘテロ界面を作製することで、界面

で元の結晶よりも対称性が低下した構造が実現し、特定の面内方向に円偏光に依存したゼロバイアス

光電流が生じることを見出した。また、観測された光電流がスピン偏極していることや照射光のエネル

ギー依存性が電子バンドの幾何学的性質によって上手く説明できること、積層角度を変化させること

で対称性や物性がさらに変調できることを明らかにした。 

2次元磁性体の物性研究では、ファンデルワールス反強磁性体であるCuCrP2S6において、対称性の破れ

を反映した非線形光学応答である第二次高調波発生の研究を行った。第二次高調波発生の大きさと偏

光依存性が構造相転移や磁気相転移を反映して変化することを発見するとともに、その起源が電気双

極子や磁気双極子に由来することを明らかにした。また、面内磁場による電気磁気効果を反映して第

二次高調波発生の大きさや偏光角度依存性が大きく変調されること、薄膜化によって対称性が変化す

ることを反映して第二次高調波発生の偏光角度依存性が膜厚に応じて系統的に変化していくことを見

出した。 

以上の結果は、2次元結晶の設計原理を用いたスピン自由度の新しい制御方法を開拓したと言え、今後

様々な類似物質への適応や応答の巨大化が期待される。 
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